



















﨑ﾊ 教育 理 医
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薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
重金属
p　液
50272 790 0 0 3641，062194 900149 0 320 5164，617
水　忌
蛛@液
0 10 297 0 o 0 20 1σ 10 600 0 0 0 0 947
シアン
p　液
0 0 53 0 0 0 30 100 5 0 0 0 0 0 188
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工 農 教養 二二 二二 環境 津山p 計
重金属
p　液 20 0 460 0 G 0 260532 0 620149 o 0 5162，557
水　銀
p　液 0 0 167 0 0 0 10 0 0 220 0 0 0 0 397
シアン
p　液 0 0 43 0 0 0 20 30 0 0 0 0 0 0 93




﨑ﾊ 教育 理 医
??? ? ???
薬 工 農 教養 農研 長窪 環境 津山p
?
重金属
p　液 30272330 0 0 0 104530194280 0 0 320 0 2ρ60
水　銀
p　液 0 10 130 0 0 0 10 10 10 380 0 0 0 0 550
シアン
p　液 0 0 10 0 0 0 10 70 5 0 0 0 0 0 95
計 30 282 4700 0 0 12461G209660 0 0 320 0 2，705
（単位：6）
表3　無機廃液年間処理量とスラッジ発生量（昭和57年度）
廃液種別 処　理　期　間 処理量 処理系水質 スラッジ発生量 スラッジ含水量
水銀廃液 57．8．16～57．8．28（4｝ 合　格 271陶） 46．2　（％｝
重金属廃液 57．8．30～57．9．8510 〃 142 45．8
〃 57．9．9～57．9．16510 〃 146 39．8
〃 57．9．17～57．9．24510 〃 154 53．5
〃 57．9．27～57ユ0，5510 〃 141．5 32．1
〃 57，10．6～57．10．14520 〃 148 39．9
〃 58．1，19～58．1．28515 〃 116．5 31．4
〃 58．1．31～58。2．8515 〃 121．5 36．3
〃 582．9～58．2．18515 〃 135．5 31．0
〃 58．2。21～58．3．2515 〃 138 39．4

























































　ゴ_教養 農研 温研 環境 津山p 計 （参考）T6年度
可燃性
p　液 20420 500
10210 o 既250！，510 640 10 60 0 70 0 5，700 5，780
難燃性
p　液 0
0 1，080 0 50 0 30 90 20 20 0 0 0 0 1，290 2，915










工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
可燃性
p　液 0 420330
0 0 0 1，7501，030370 0 0 0 20 0 3，920
難燃性
p　液 0
0 780 0 0 0 30 70 20 0 0 0 0 0 900











0 17010210 0 50048027010 60 0 50 0 1」80
難燃性
p　液 0 0 300
0 50 0 0 20 0 20 0 0 0 0 390


























































































10 455 860 25004を売払処分（10／6）
11 440 1，300
12 430 1，730
58年1月 310 2，040 57．12．28～5＆1．4の8日間はCOD計停止
2、 380 2，420


































ｪ析項目 第一回（57．9．14） 第2回（58．2．1） 備考（排水基準値）
水素イオン濃度（pH） 7．0 7．2 5．8以上8．6以下
生物化学的酸素要求量（BOD） 0，5以下 2．8 120以下
化学的酸素要求量（COD） 7．1 17
浮遊物質量（SS） 2．5 4 150以下
n一ヘキサン抽出物質量 0．5 0．5 30以下
カドミウム及びその化合物（Cd） ND ND 0，1　以下
シアン化合物（CN） ND ND 1　以下
鉛及びその化合物（Pb） ND ND 1　以下
六六クロム化合物（Cr6＋） ND ND α5　以下
ひ素及びその化合物（AS） ND ND α5　以下











































































































































無機廃液部門 有機廃液部門 生活・洗浄排水部門 そ　の　他
5月
6月
7月
8月
9月‘
10月
11月
12月
昭和、
59年’
1月
2月
3月
4月
水質分析（57年度冬期
分）
夏期利用申込
　講習会申込
???? ??????
有機廃液処理（春期）
　　u
第5回技術指導員講習会
無機廃液処理（夏期）?
水質分析（夏期分）
冬期利用申込
無期廃液処理
　　　（冬期）
洗煙廃水水質分析（春期分）
　　　　v
装置点検調査
　　o
秋期利用申込
　　講習会申込
COD汚濁負荷量計測見学（教養・医歯
（北団地：文法経・教育）　　　　　　　2年）
排出水水質検査（毎月）
COD汚濁負荷量計測
開始蹴霧論雛轡野
洗浄排水水質検査　　　　　　　　　3年）
第1回水雪面¥習会暑雛牽旛）
COD汚濁負荷量報告
　　　　　（岡山市）
COD汚濁負荷量報告
　　　　　（岡山市）
第7回技術指導員講習会
有機廃液処理（秋期）
白煙廃水水質分析
　　　　（秋期分）
洗浄排水水質検査
COD汚濁負荷量報告
　　　　　（岡山市）
写真廃液受入
見学（教育・理科
　　　　　　1年）
見学（薬・薬3年）
見学（薬・製薬3年）
見学（工・粛呈1年）
見学（工・合化1年）
見学（理・化1年）
見学（工・工化2年）
見学（教養・医歯
　　　　　　2年）
運営委員会
センター報第5号
　　　　　　　発行
第4回廃液処理施設
連絡会・第1回廃棄
物処理施設協議会
　　　（於神戸大）
運営委員会
水質分析（冬期分）
　　u
COD汚濁負荷量報告
　　　　　（岡山市）
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「第4回国立大学廃液処理施設連絡会」の報告
　表題の全国会議が57年度会長の早野茂夫東大環境安全センター長（物性研教授）の主催により，小
田原市のMRAアジアセンターで開かれた。本学からは高橋センター長と伊欝助手が出席した。国立
大学等から106名，その他18名が参加し，例年に従い技術報告，情報交換，話題提供などを通じて研
修会活動が行われた。
　今回の研修会では「処理施設にかかわる環境教育問題と処理施設の管理運営上の問題」が中心テー
マであったns，真剣な討議がかわされ聴衆がシーンとなる場面が出るなど，かなり鋭い意見が続出し
た。
　この度初めて文部省管理局から来賓があった。これまで連絡会として単なる任意団体であったもの
が　次回からはいよいよ国立大学等廃棄物処理施設協議会として正式に認められるようである。別口
の協議会会則は逐条審議され，原案にかなりの修正が加えられたのちのものである。本センターも，
58年度からは当然この協議会の一員となるのであるから，センターにかかわる情報としてフィード
バックしておきたいと思う。
　研修会での話題をまとめた成果集が毎年会報の形で発行されている。これらは現段階における処理
施設のかかえている問題を提示するものとして，大きな意味をもっており，施設の改善・発展のため
の貴重な資料と考えられる。参考のため，58年3月頃刊行された会報第四号の目次を転載し．全国国
立大学の廃液処理施設の活動状況の一端を紹介する。
1等麟物処理施設臓会の発足総会にお、、て，高橋照男教
1授（岡山大学環境管理センター長）が初代会長（58・59年
1度）に選任された。
fl　本学の約10年間にわたる廃液。排水処理対策の着実な進
?
1雛灘織1繧1　’るh’先生の
n　管理連営・技術対策・教育研究機能などの面で，各大学
iiともまだまだ多くの課題をかかえているこの種処理施設に
1関する，唯一の三門換の場としての同協議会の充実に期
1待がもたれる・
?
喪に＝……?????㍑?????????｝
???????
　　　　　　　　　　　　　　　　　　四銘お＝一銘一＿。冨一■■＿
ll高橋センター長が協議会初代会長に就任
　　去る58年11月18日に神戸市で開催された第1回国立大学
写真1
会長就任挨拶をする高橋センター長
亀闘翻■■匿縦一u＃m“＝昌■回闘巴㎜＿＿襯呂冨冨3＝一門；銘繍1＿襯雛縦＿：隅＿冨＝躍一・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一72一
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　　　　　　　　　　　　国立大学等廃棄物処理施設協議会会則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭57．11．20制　　　定）
　（総則）
第1条　この会は，国立大学等廃棄物処理施設協議会と称する。
2　この会は，事務局を東京都文京区本郷7丁目3番1号東京大学環境安全センターに置く。
　（目的）
第2条　この会は，国立大学，国立高等専門学校，国立大学共同利用機関及び文部省所轄機関にお
　いて，教育，研究，医療等の諸活動の結果発生する有害な廃棄物の処理に携わる教職員が，その
　連携を密にし，処理技術に関する研修並びに処理施設の管理運営に関する諸情報を交換し，会員
　相互の資質の向上をはかることを目的とする。
　（事業）
第3条　この会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。
　｛1）総会の開催
　（2）研修会の開催
　（3）会報の発行
　（会員）
第4条　この会の会員は，団体会員と個人会員とする。
　ω　団体会員は，国立大学，国立高等専門学校，国立大学共同利用機関及び文部省所轄機関とし，
　　連絡責任者名をもって登録するものとする。
　（2）個人会員は，前項の機関に所属する教職員とし，油入名をもって登録するものとする。
　（役員）
第5条　この会に，次の役員を置く。
　（1）理事　7名（うち会長1名，副会長2言及び常任理事1名）
　（2）監事　2名
第6条　役員は，個人会員の互選により，また，会長，副会長は理事の互選によって選出し，総会
　の承認を得るものとする。ただし，常任理事は，東京大学環境安全センターの専任教官である理
　事があたるものとする。
第7条　役員の任期は，2年とし，その再任を妨げない。
第8条　会長は，この会を代表し，会務を総括し，会議の議長となる。
第9条　副会長は，会長を補佐し，会長事故あると’きは，その責務を代行する。
第10条　常任理事は，会長の指示を受け日常業務を処理する。
第11条　理事は，会務を処理する。
第12条　監事は，会計を監査する。
　（会議）
第13条　理事会は，会長，副会長，常任理事及び理事を構成員とし，この会の運営を審議するため，
　年2回以上，会長が招集し開催する。
第14条総会は，事業計画，予算，決算その他理事会の提案事項を審議決定するため，年1回，会
　長が招集し開催する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一74一
第15条　総会の招集は，少くとも1’ヵ月以前に，開催の日時，場所旧び議題を記載した書面をもつ
　て会員に通知するものとする。
第16条　総会は，会員数の3分の1以上の出席がなければ，議事を開き，議決することができない。
　ただし，当該議事につきあらかじめ委任状をもって意志を表示したものは出席者とみなす。
第17条　総会での議決は，出席会員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するとこ
　ろによる。
第i8条　総会及び理事会4）議事要録は，常任理事が作成し，会長及び副会長の承認を得るものとす
　る。
2　総会の議事要録は，会報に掲載するものとする。
　（研修会）
第19条　研修会は，年1回以上，会長が招集し開催する。
　（会報）
第20条　会報は，国立大学等廃棄物処理施設協議会会報とし，年1回発行する。
2　会報の編集は，別に定めるところにより，理事会が行う。
3　会報の配布は，団体会員，個人会員とも各1部とし，会員の指定する場所に郵送するものとす
　る。
　（会計）
第21条　この会の経費は，会費その他の収入をもってまかなう。
2　会費は・団体会費及び個人会費とし・毎年6月末日までに納入するものとする。
3　会費の年額は，総会の議を経て，別に定める。
第22条　事前の届出がなく，前条2項に定める期日までに会費の納入がない場合は，会員の資格を
　失うものとする。
第23条　この会の会計年度は，4月1日に始まり，翌年3月31日に終わる。
第24条　この会の決算は，監事の監査を経て，総会に報告する。
　（会則の二二）
第25条　この会則の変更は，総会の議決によらなければならない。
　付　　則
1　この会則は，昭和58年4月1日から施行する。
　　　　　　　　　　　　国立大学等廃棄物処理施設回議会細則
　　　第1章会員　　　　　　　　欄5胤箋）
　（会費）
第1条会員は，次のとおりその年度の会費を6月末日までに事務局に納入しなければならない。
　　　　　　団体会費　　年額　　10，000円
　　　　　個人会費　　年額　　　2，000円
2　年度途中（7月1日以降）の納入金は，次年度分会費として取扱う。
3　既納の会費は，いかなる場合も返却しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　〔要補完〕
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